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14 
提案機関名 農業技術センター普及指導部 

要望問題名  葉ニンニクの収穫期間の拡大 

要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 厚木市、秦野市、伊勢原市では、鳥獣害対策として、葉ニンニクの栽培に取り組み始め、ＪＡが中心とな

り、特産化に向けて栽培面積の拡大を図っている。現在の葉ニンニクの出荷期間は、10月から1月までが中心

となっているが、実需者からは、出荷期間を5月まで拡大するよう要望がある。そのため、葉ニンニクの収穫

期間の拡大に向けた栽培技術の検討をお願いしたい。 

 

栽培面積：厚木市約50a、秦野市約50a、伊勢原市約10a 

 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
 ①農業技術センター  ②畜産技術センター  ③水産技術センター  ④自然環境保全センター

備 考 

 

  ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産技術部野菜作物研究課 

対応区分 ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

試験研究課題名  

Ⅰ－２(1)野菜類の高品質・安定生産技術の開発  ア 野菜類の栽培法の確立 

対応の内容等 

 葉ニンニクについては、平成21～24年度まで三浦半島地区事務所で試験を行い、12月中旬～４月中旬まで

の連続収穫が可能であることを明らかにしました。しかしながら、アザミウマ類の防除が困難であること等課

題も残されています。 

御要望の対象エリア（厚木、秦野、伊勢原）と三浦半島地域との気象条件の違いがあること、品種が当時と

替わったことも踏まえ、収穫期間拡大など栽培技術面の試験に取り組みます。 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

備 考 

 


